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平成17年8月１日

地
域
福
祉
文
庫
講
演
会

　

６
月
27
日
、
メ
イ
ト
ム
宗
像

で
「
本
の
楽
し
さ
届
け
た
い
！
」

と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
地
域
福
祉
文
庫
と
社
協
が
協

力
し
て
開
い
た
も
の
で
、
参
加
者

は
80
人
を
超
え
ま
し
た
。

　

講
師
の
松
尾
有
子
さ
ん
は
「
図

書
館
や
文
庫
か
ら
本
を
定
期
的
に

借
り
て
、
読
も
う
と
読
む
ま
い
と

家
に
置
い
て
お
き
、
返
却
時
に
ま

た
別
の
本
を
借
り
て
家
に
置
く
こ

と
を
繰
り
返
す
と
、
い
つ
の
間
に

か
子
ど
も
が
手
に
と
り
読
む
。
ま

た
、
本
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
す

る
（
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
）
と
い
う
方

法
も
あ
る
」
と
、
読
書
離
れ
の
子

ど
も
に
ど
う
触
れ
合
っ
た
ら
良
い

か
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

（
本
を
使
わ
ず
に
物
語
を
語
る
こ

と
）
や
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
で
楽
し
い

本
の
世
界
を
紹
介
し
、
お
父
さ
ん

お
母
さ
ん
や
大
人
の
私
た
ち
に
も

改
め
て
本
に
触
れ
る
こ
と
の
大
切

さ
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
は
、
時
に
は
一
冊
の
本
と
出

会
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
き
な
影

響
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

特
に
子
ど
も
の
時
に
い
ろ
い
ろ

△ブックトークにグイグイ引きこま
れる参加者　ステキな笑顔です！

△

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
本
の
楽
し
さ
お
と
ど
け
便
」
主
宰
の
松
尾
さ
ん

子
ど
も
に
と
っ
て
本
と
の
出
会
い
は
大
切

（
2
）
住
民
自
治
活
動
と
し
て
の

地
域
福
祉
の
推
進

　

地
域
福
祉
活
動
は
、
各
地
区
で

展
開
さ
れ
て
い
る
福
祉
会
の
活
動

か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
住
民
自

治
活
動
（
福
祉
分
野
に
お
け
る
住

民
の
自
主
的
な
活
動
）
と
し
て
、

地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
、
地
域
の

人
々
の
創
意
工
夫
で
推
進
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
の
実
践
的
な
地
域

福
祉
活
動
で
あ
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
」
は
、
そ
の
活
動
が
住
民

へ
の
福
祉
の
啓
発
と
な
り
、
ま
た

福
祉
行
政
に
な
じ
ま
な
い
分
野
で

の
活
動
を
開
拓
的
に
行
う
な
ど
、

今
後
の
地
域
福
祉
の
推
進
に
極
め

て
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。

　

社
協
で
は
、
今
後
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

と
の
連
携
強
化
も
含
め
、
福
祉
会

活
動
や
幅
広
い
分
野
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
住
民
自
治
活

動
と
し
て
の
地
域
福
祉
活
動
へ
の

支
援
強
化
を
行
い
ま
す
。

（
3
） 

共
生
の
た
め
の

福
祉
教
育
の
推
進

　

福
祉
教
育
に
つ
い
て
は
、
第
１

次
計
画
策
定
以
後
、
主
に
小
・
中

学
校
に
お
け
る
体
験
学
習
と
、
障

害
者
な
ど
の
当
事
者
と
の
交
流
活

動
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
「
み
ん
な
が
共
に

な
本
を
読
む
こ
と
で
夢
を
育
み
、

し
っ
か
り
と
し
た
生
き
方
を
つ

か
み
と
っ
て
い
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

子
ど
も
の
読
書
離
れ
が
心
配
さ

れ
て
い
る
昨
今
、
た
く
さ
ん
の
子

ど
も
に
本
の
素
晴
ら
し
さ
を
気
づ

い
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

あ
な
た
も
日
常
の
忙
し
さ
を
忘

れ
て
ゆ
っ
く
り
本
を
読
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

生
き
る
た
め
に
は
何
を
す

べ
き
か
」
を
学
校
教
育
の
総

合
的
な
学
習
な
ど
の
中
で

学
ぶ
と
と
も
に
、
社
会
保
障

や
社
会
福
祉
に
つ
い
て
の

基
本
的
な
考
え
方
を
理
解

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

一
方
、
地
域
に
お
け
る
福

祉
教
育
は
、
社
会
福
祉
法
第

４
条
に
お
い
て
「
地
域
住
民

が
地
域
福
祉
の
推
進
者
」
と

し
て
規
定
さ
れ
て
お
り
、
全

市
民
を
対
象
と
し
た
福
祉

教
育
の
推
進
を
図
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
福
祉
へ
の
理
解
と

参
加
を
も
と
め
る
学
習
の

場
、
地
域
福
祉
活
動
へ
参
加

す
る
き
っ
か
け
づ
く
り
を

促
進
す
る
場
と
し
て
の
福

祉
教
育
を
新
た
に
展
開
し

ま
す
。
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都
城
市
社
協
か
ら
学
ぶ

住
民
参
画
に
よ
る
計
画
の
策
定

　

６
月
30
日
、
市
地
区
福
祉
会
連

絡
協
議
会(

齋
藤
寛
一
郎
会
長)
が

「
地
区
別
地
域
福
祉
活
動
計
画
」

の
研
修
の
た
め
、
宮
崎
県
都
城
市

中
郷
地
区
社
会
福
祉
協
議
会(

上

野
貞
道
会
長)

に
行
き
ま
し
た
。

　

同
市
で
は
、
市
民
と
市
・
社
協

が
協
働
し
て
、
11
中
学
校
区
ご
と

に
計
画
策
定
委
員
会
を
設
置
。
各

校
区
の
住
民
が
中
心
と
な
り
、
校

区
で
取
り
組
む
10
年
間
の
福
祉
目

標
や
新
た
に
取
り
組
む
事
業
な
ど

を
計
画
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

同
地
区
で
は
、
各
団
体
の
代
表

者
だ
け
で
は
な
く
、
小
・
中
学
校

の
生
徒
も
策
定
委
員
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
地

域
に
住
む
み
ん
な
が
一
緒
に
な
っ

て
、
自
分
た
ち
の
地
域
で
自
慢
で

き
る
こ
と
や
、
地
域
で
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
話
し
合
い
考
え
た
、
ま
さ

に
住
民
参
画
に
よ
る
福
祉
の
計
画

づ
く
り
で
し
た
。

　

今
回
の
研
修
は
、
社
協
と
同
協

議
会
の
協
働
で
、
本
市
に
お
い
て

も
住
民
参
画
に
よ
る
地
区
ご
と
の

福
祉
活
動
の
計
画
策
定
を
す
す
め

る
た
め
の
も
の
で
し
た
。

市
地
区
福
祉
会
連
絡
協
議
会

　

協
議
会
は
、
各
地
区
の
福
祉
会

活
動
の
促
進
と
、
市
民
参
画
型
の

地
域
福
祉
活
動
の
充
実
を
目
的
と

し
て
平
成
９
年
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
。

　

協
議
会
は
、
市
内
13
地
区
の
福

祉
会
長
、
事
務
局
長
な
ど
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
各
地
区
福
祉
会

相
互
の

情
報
交

換
や
先

進
地
視

察
研
修

で
す
。

　

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
者
を

対
象
に
一
人
３
日
間
の
職
場
体
験

実
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
仕
事
を
し
た
こ
と
が
な

い
人
に
、
ま
ず
は
職
場
体
験
し
て

も
ら
う
こ
と
や
、
自
分
に
合
っ
た

職
種
を
見
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
、

ま
た
、
事
業
所
へ
障
害
に
関
す
る

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
実
習
で
は
通
勤
・
仕
事
・

昼
休
み
の
職
員
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
体
験
し
ま
す
。
実

習
支
援
員
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
で

ひ
と
り
で
は
心
細
い
と
い
う
人
も

安
心
し
て
実
習
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

職
種
に
は
花
束
加
工
・
新
聞
の

折
込
み
・
自
動
車
整
備
・
味
噌
作

り
・
客
室
チ
ェ
ッ
ク
・
学
校
現
場

で
の
事
務
・
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
・
清

掃
・
図
書
館
の
本
の
整
理
な
ど
が

あ
り
、
実
習
の
受
け
入
れ
先
は
す

べ
て
宗
像
市
内
の
事
業
所
で
す
。

　

事
業
所
の
ひ
と
つ
で
あ
る
日
本

赤
十
字
九
州
国
際
看
護
大
学
・
喜

多
悦
子
学
長
は
「
こ
の
事
業
は
学

生
に
と
っ
て
、
障
害
が
あ
っ
て
も

働
け
る
と
い
う
こ
と
を
知
る
良
い

機
会
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
障

害
の
あ
る
人
の
積
極
的
な
社
会
参

加
に
つ
な
が
れ
ば
良
い
で
す
ね
」

と
話
し
て
い
ま
す
。
ほ
か
の
事
業

所
か
ら
も
「
お
互
い
に
と
っ
て
良

い
機
会
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
の
体
験
が

参
加
者
の
就
業
に
活
か
さ
れ
る
よ

う
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
【
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
。
土
・
日
曜
日
、

祝
日
は
定
休
日
】 

☎
（
34
）
２
４
１
１

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
34
）
２
４
１
２

福
祉
会
活
動
紹
介

　

人
口
約
９
０
０
人
、
高
齢
化
率

37
・
８
％
で
高
齢
者
の
多
い
大
島

地
区
で
は
、
60
歳
以
上
の
人
に
、

介
護
予
防
や
閉
じ
こ
も
り
防
止
を

目
的
に
、
生
き
が
い
活
動
支
援
通

所
事
業
（
通
称
ミ
ニ
デ
イ
）
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

会
場
は
、
大
島
地
区
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
」。
健

康
管
理
・
日
常
生
活
動
作
訓
練
・

食
事
・
趣
味
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

園
芸
や
保
育
所
・
小
学
校
と
の

交
流
に
加
え
て
、
大
島
ら
し
く
ウ

ニ
の
殻
割
り
作
業
や
み・

あ・

れ・

祭
の

見
学
な
ど
、
漁
村
地
域
の
特
性
を

活
か
し
た
行
事
が
ミ
ニ
デ
イ
の
特

徴
で
す
。

　

参
加
者
も
昔
な
じ
み
で
わ
き
あ

い
あ
い
、
お
世
話
す
る
職
員
も
顔

な
じ
み
で
、絶
妙
な
掛
け
合
い
で
、

笑
顔
と
元
気
が
一
日
中
絶
え
ま
せ

ん
。

元気いっぱい わきあいあい!

△花束加工
△図書館の本の整理

開
催
中

と
つ
の
地
図
を
目
の
前
に
し
た
障

害
者
と
受
講
者
は
達
成
感
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。
共
同
作
業
を
通
し

て
お
互
い
を
よ
り
深
く
理
解
し
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

　

受
講
者
か
ら
「
今
、
自
分
が
ど

の
よ
う
に
人
と
つ
な
が
っ
て
い
こ

う
と
し
て
い
る
か
は
っ
き
り
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
実
践
し
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
」
と
頼
も
し
い
決

意
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

　

７
月
16
・
17
日
、
メ
イ
ト
ム
宗

像
と
大
島
地
区
で
ヤ
ン
グ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
を
行
い
ま
し

た
。
12
人
が
受
講
し
、
障
害
が
あ

る
人
と
の
共
同
作
業
を
通
し
て
、

と
も
に
生
き
る
力
を
育
み
、
相
互

理
解
を
深
め
「
相
手
に
ど
う
関

わ
っ
て
い
け
る
か
」
と
い
う
考
え

を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

ま
ず
初
日
に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
っ
て
、
な
ん
だ
ろ
う
」
を
テ
ー

マ
に
各
自
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

論
の
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。   

　

受
講
者
一
人
ひ
と
り
の
意
見
を

理
解
す
る
こ
と
で
、
今
ま
で
以
上

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
考
え
方
に

い
ろ
い
ろ
な
見
方
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

大
島
地
区
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　

２
日
目
は
「
大
島
地
区
」
を
舞

台
に
現
地
調
査
（
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
）
を
し
ま
し
た
。
障
害
が

あ
る
人
と
い
っ
し
ょ
に
、
大
島
の

魅
力
を
探
り
、
地
図
作
り
を
通
し

て
、
受
講
者
は
自
分
自
身
の
人
と

の
関
わ
り
方
を
考
え
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
コ
ー
ス

に
は
、
ま
だ
ま
だ
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
さ
れ
て
い
な
い
場
所
も
数
多
く

あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
前
日
に
学

ん
だ
介
助
の
方
法
を
実
践
す
る
受

講
者
と
、
コ
ー
ス
の
問
題
点
を
的

確
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
よ
う
と

し
て
い
る
協
力
者
が
、
と
も
に
協

力
し
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

手
作
り
の
、
世
界
に
た
っ
た
ひ

議
会
と
の
合
併
な
ど
を
経
て
、
現

在
は
20
団
体
が
所
属
す
る
会
に
成

長
し
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
福
祉
分
野
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
中
心
に
、
個

人
や
グ
ル
ー
プ
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
向
上
と
地
域
福
祉
の
推

進
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
式
典
は
、
所
属
団
体
そ

れ
ぞ
れ
の
活
動
内
容
を
理
解
し
、

自
分
た
ち
の
活
動
を
市
民
に
も
見

て
も
ら
お
う
と
、
会
員
た
ち
が
ア

イ
デ
ア
を
持
ち
よ
り
企
画
し
ま
し

た
。

　

会
員
か
ら
は
「
20
年
は
あ
っ
と

い
う
間
で
、
振
り
返
れ
ば
山
あ
り

谷
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
今
日
を
励
み
に
今
後

も
コ
ツ
コ
ツ
と
楽
し
み
な
が
ら
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
で
す
」
と

感
慨
深
い
感
想
が
届
き
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
こ
れ
か
ら
も
心

を
ひ
と
つ
に
し
、
地
域
に
根
ざ
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

　

毎
週
水
曜
日
に
開
い
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
日
」
で
は
、
月

１
回
「
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
」
を

実
施
中
で
す
。

　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
い
っ
し
ょ
に

お
話
し
し
ま
し
ょ
う
！

８
月
10
日
（
水
）、
９
月
21
日

（
水
）
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

同
セ
ン
タ
ー

　

宗
像
市
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
連
絡
協
議
会
（
藤
井
千
賀
子
会

長
）
の
「
20
周
年
記
念
式
典
」
が

７
月
９
日
、
メ
イ
ト
ム
宗
像
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
多
く
の
来
賓
や
市

民
、
市
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

１
５
５
人
が
参
加
し
、
華
や
か
な

雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
60
年
、
当
初
８
団
体
が
所

属
し
活
動
を
開
始
。
平
成
15
年
に

旧
玄
海
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

社
会
福
祉
法
人

宗
像
市
久
原
１
８
０
番
地 

メ
イ
ト
ム
宗
像
内

宗
像
市
神
湊
１
１
８
番
地
の
４ 

ゆ
う
ゆ
う
ぷ
ら
ざ
内

宗
像
市
大
島
１
８
０
９
番
地
の
32 

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
内

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

h
ttp://

syakyo.

m
u
n
akata.

co
m/

玄
海
支
所

大
島
支
所

　
（
37
）
１
３
０
０

　
（
34
）
６
０
０
８

　
（
72
）
２
２
９
４

宗
像
市
社
会
福
祉
協
議
会

相談日 活動分野 アドバイザー名
8／ 3 施設訪問 山之口　フジ子
   　10 朗　　読 西田　和子
   　17 朗　　読 野田　美子
   　24 手　　話    黒田　千穂子
   　31 朗　　読 西田　和子
9／ 7 点　　字 石津　朝子
   　14 朗　　読 西田　和子
   　21 朗　　読 野田　美子
   　28 施設訪問 山之口　フジ子

・
吉
武
シ
ヅ
子         

（
久
原
）

・
水
島
敏
子       

（
城
西
ヶ
丘
）

・（
故
）
立
花
重
夫      

（
徳
重
）

・（
故
）
和
田
廉
平      

（
上
八
）

・
篠
原
正
敏           

（
田
熊
）

・
橋
爪
由
紀         

（
泉
ヶ
丘
）

・
吉
田
秀
雄           

（
須
恵
）

・
江
頭
春
幸           

・
永
田
洋
一
郎   

（
自
由
ヶ
丘
南
）

・
福
崎
順
子           

（
大
島
）

・
永
島
好
幸           

（
神
湊
）

・
浅
田
好
朗         

（
三
郎
丸
）

・
山
下
芳
範           

（
吉
留
）

・
中
山
鷹
重           

（
神
湊
）

・（
故
）
川
上
忠
美      

（
上
八
）

・
加
藤
道
代       

（
自
由
ヶ
丘
）

・
河
辺
三
男           

（
大
島
）

【
一
般
寄
付 

】（
敬
称
略
）

・
尾
園
正
路           

（
東
郷
）

（
平
成
17
年
６
月
30
日
受
付
分
迄
）

【
香
典
返
し 

】（
敬
称
略
）

・
越
智
町
子           

（
葉
山
）

・
亀
川
登
美
子       

（
冨
地
原
）

・
吉
田
安
子         

（
村
山
田
）

・（
故
）
乙
藤
チ
ヱ
子  

（
泉
ヶ
丘
）

・（
故
）
小
田
政
光      

（
田
熊
）

・（
故
）
能
美
章      

（
日
の
里
）

・
篠
原
輝
夫           

（
池
田
）

・
荒
木
ツ
ネ
子         

（
鐘
崎
）

・
梶
谷
泰
臣             

（
曲
）

・（
故
）
三
苫
政
一      

（
神
湊
）

・
矢
富
敦
子       

（
自
由
ヶ
丘
）

・（
故
）
原
み
さ
ゑ      

（
吉
留
）

・（
故
）森
塚
ヤ
ス
ヱ     

（
鐘
崎
）

・
川
上
律
子       

（
城
西
ヶ
丘
）

・（
故
）
宮
本
新
二      

（
田
熊
）

【
８
・
９
月
の
相
談
日
】

大
島
ら
し
く
、
笑
顔
と
元
気
が
い
っ
ぱ
い

〜
大
島
地
区
生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業
〜

毎
週
火
・
金
曜
日

  

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

１
回
７
０
０
円（
送
迎
代
込
み
）

宗
像
市
社
会
福
祉
協
議
会
大
島

支
所
☎
（
72
）
２
２
９
４

日料問

障害があっても働きたい!
～障害者職場体験実習事業～

日場
問

問

と
も
に
考
え
、
行
動
す
る

「
ヤ
ン
グ
ボ
ラ
」
開
講
し
ま
し
た

研
修
の
お
礼
を
述
べ
る
齋
藤
会
長
（
右
端
）

発
会
か
ら
20
年

手話をまじえて大合唱

誰でも利用しやすいかな？

発
会
か
ら
20
年

　

宗
像
市
ボ
ラ
連

　
　

記
念
式
典
開
催

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談

　
「
お
し
ゃ
べ
り

　
　
　
　
　

サ
ロ
ン
」

開
催
中


